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令和４年度学校教育自己診断（生徒） 

 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 



令和４年度学校教育自己診断（教員） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 



 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

【結果と分析】  

（教育活動） 

「学校へ行くのが楽しい」（生徒：７２％、保護者：８３％）と生徒よりも保護者の方が高い評価を得た。

「授業が分かりやすく、楽しい」（生徒：７３％、保護者：６８％）と学校の根幹である授業についてあ

まり評価が高くないことについて、真摯に受け止める必要がある。「授業などでコンピュータやプロジェ

クターを活用している」（生徒：８７％、教員：８２％）「一人一台端末を効果的に利用している」（生徒：

７７％、教員：８２％）と生徒からの一定の評価と、教員からの高い自己評価を結果として得ることがで

きた。 

（学校生活） 

「いじめについて困っていることがあれば真剣に対応してくれる」（生徒：８３％、保護者：８９％）と

高い評価を得ることができた。今後も生徒に寄り添える指導を心がけていきたい。「生徒指導の方針に納

得できる」（生徒：６８％、保護者：９０％）と評価について生徒と保護者では結果に開きがあった。保

護者と連携しつつ、生徒への指導方針を周知徹底していく必要がある。「進路指導について、適切な指導

を行っている」（生徒：８１％、保護者：９０％）と高い評価を得ることができた。今後も継続していき

たい。 

（その他） 

「学校のホームページ等をよく見る」（保護者：５１％）「PTA 活動に参加することがある」（保護者：１

１％）と評価が低水準である。保護者メール登録の割合も全体の５割にも満たないので、保護者からの理

解や協力が得られるように積極的に努める必要がある。「命や人権の大切さや社会のルールを守る態度を

養おうとしている」（生徒：８２％、保護者：９５％）と高い評価を得ることができた。また、「ものづく

りの精神を意識しつつ、授業や教育活動を行っている（各工業科教員のみ回答）」（教員：９７％）「もの

づくりについて学び、好きになれた」（生徒：７７％）であり、生徒と教員とでは意識に開きがあること

が伺える。 


